
『サン=ベルナーノレ書簡集Jの構成から見た

サン二ベルナールの{vita contemplativa}と{vita activa} 

中軽米明子

はじめに

サン 二ベノレナーノレ( Be rna rd de Cla irva ux， 1090 -1153 年 ) は， シヤノレトノレーズ修

道会の友人ベノレナーノレ・ド・ボルト( Be rna rd de Po rtes， 1152 年 没) 宛の書簡の中

で自らを「現代のキマイラ」と形容した. 以下その引用である.

「イ七け物のよう な私の生活， 惨めさに押しつぶされた私の良心は， あなたに大声で

訴えかける. 実際私は， 現代のキマイラ ( C himae ra mei saec uli ) のよう なものだ.

聖職者であることもできなければ， 俗人であることもできない. という のも私は， 修

道土の外観を保ちつつも， 既に長いこと修道土の本分を捨て去ってしまっているから

だ. 私は私について， あなたが人々から聞いたと思われることを〔あらためて〕書こ

う とも思わないし， 私が何をしているのか， 何に精を出しているのか， どんな危険を

冒してこの世に舞い戻ってきたのか， いやむしろどんな深淵を通ってこの世に投げ込

まれたのかを〔わざわざ〕書こう とは思わない. もしまだ聞いていないならば， 尋ね

てみるよう お願いする. そしてあなたが聞いたことから判断して， 助言と， 祈りによ

る支えとを下さるよう にJ (書簡 250番)1). 

1113 年 ， 自らの魂を救済するためにこの世を捨ててシトー修道院へ入 り. 1115年

以降. 1153年に死去するまでシトー修道会クレノレヴォー修道院の初代修道院長であり

続けたサンニベノレナーノレは， その実， 多くの修道院外的事件に介入 し， クレノレヴォー

修道院長時代のほぼ三分のーをクレノレヴォーの外で過ごしたと言われている. 最初に

引用した書簡は， 魂にとって危険に満ちているこの世を去り， 修道生活に入 った自分，

従って本来修道士である自分の魂の危険を冒してまでこの世のために尽くし， 他方に

おいてそれを快く思っていない者もいることを意識している， サン=ベルナーノレの

「居心地の悪さJを表現したものである. 観想、生活即ち修道生活と修道院外での活動



68 中世思想、研究42号

とし、う 対立する三つの生活に引き裂かれた自分を， サン二ベノレナーノレは， 顔が獅子，

胴が山羊， 尾が蛇であるギリシャ神話の怪物キマイラにたとえたのである.

このキマイラ状態は， 今日までのサン=ベノレナーノレ研究が辿ってきた交わることの

ない二つの道をそのまま予測するものであったと思われる. 一方の道は， 12 世紀の偉

大な修道院思想家として， サン=ベノレナーノレの思想・神学を研究する道であれもう

一つの道は， 12 世紀前半の政治史的・事件史的側商から， 歴史上の人物サンニベノレナ

ーノレその人を扱った研究である. 前者に関しては， 近年 ますます研究の具体化・詳細

化が見られヘ反対に後者は， 1 9 世紀末から一つのサンニベルナーノレのイメージを定

着させ， 今日に至っているのが現状である3) 即ち， 1 一介の修道院長であるサン=

ベノレナーノレは， 修道院の内外を問わず1 2 世紀西欧の教会に関する極めて多くの事件

に介入 し， 大きな影響力を発揮した」という ものである.

このサンニベルナーノレ像 を永きにわたり硬直させてきた史料は， サン=ベノレナーノレ

の書簡である. 今日 550通近くが知られている彼の書簡は， 当時のl西欧の教会に関す

る主立つた事件の多くに関する情報を提供してくれる. 物によってはかなり情報が詳

しし一つの事件を再構成できるほどである故， 旧来歴史研究者の聞では12 世紀に

関する第一級の史料に数えられ， 非常に便利な証拠として利用されてきたのである.

他方サン=ベルナール研究者にとっては， それらの書簡は， 非常に多くの事件にサ

ン=ベノレナーノレが介入 した証拠となる故， 112 世紀前半の西欧に強大な影響力を及ぼ

したサン=ベノレナーノレ像 」という ものを定着させるために役立つたのである.

しかし本稿の目的は， むしろこの一見使い旧された史料の分析を通じて， 新しいサ

ンニベルナール像 構築の可能性を探ることである. その可能性は， 今世紀『サン=ベ

ノレナール著作集.1 {Sa nct i Be rna rdi ope ra }を刊行したルクレノレクによってもたらさ

れた. 彼は， 詳細なマニュスクリ研究に基づき， rサン=ベノレナーノレ書簡集』の性格

を明らかにした4) ノレクレノレクは， rサン=ベノレナーノレ著作集』全9 巻のう ち， 第7

巻と第8巻にサン=ベノレナーノレの書簡， 計547通を収めたが， そのう ち書簡1 番から

書簡31 0番までを， サン=ベノレナーノレの存命中 に， 彼のコントローノレの下で・編纂され

た『サン=ベノレナーノレ書簡集.1 {Co rp us epistola rum}に近いものであると断定した5)

ノレクレノレクは， 中 世の書簡及び書簡集一般の性格， 書簡集編纂の方法を考慮に入 れて，

次のよう に結論付けた. 即ち， rサン=ベノレナーノレ書簡集』は， 書簡の単なる無作為

な寄せ集めではなく， 編纂するに当たれ書簡の選別・加筆修正・書簡の配列順序な
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ど， 入 念に考えられ， サン二ベノレナーノレ及び編纂者たちの何らかのメ ッセージがこめ

られた人為 的・文学的作品を成していると6)

従って， サン=ベノレナール自身が編纂に携わ った『サン二ベノレナーノレ書簡集』

{ C orp us ep ist ola rum )の中にサン=ベノレナーノレの様々な事件への介入 ・解決方法が

見られ， 彼の思索あるいは長い思想、の披涯があり， 他方において， 本来いかなるつな

がりも持たなかった個々の書簡を一つの糸で、つなげよう とする一つの意志が含まれる

ことを考え合わせると， この『書簡集』を一つの文学作品として読み解くことこそ，

サン=ベノレナーノレ研究の交わることのなかった三つの道を一つにし， あるいはサン三

ベノレナーノレが白ら嘆いたところのキマイラなる新しいサン=ベノレナール像 構築の一助

となると思われる. 本稿はノレクレノレク版『サンニベノレナーノレ書簡集j { C orp us ep is­

t ola rum }即ち書簡310番までのう ち， 書簡1 番から書簡 24 0番までの分析結果の一

部 である. そ れ らは， サンニベルナーノレの弟子がローマ教皇エウゲニ ウス 3 世

( E ugen ius III， 在位1145-1153年 ) として登位した. 1145年 頃まで、に書かれた書簡で、

あり， この年 を， 西欧キリスト教世界におけるサン二ベルナーノレの権威がピークに達

した年 とみなし， 一区切りとする.

1 rサン=ベルナール書簡集J {Corpus epistolarum)の構成

『サン二ベノレナーノレ書簡集』の構成は， およそ〔付録〕の図のよう になっている. 数

字は書簡番号である. この番号は. 1 7 世紀に『サン=ベルナーノレ全集j {Sanct i Be r 

na rd i ope ra omn ia }を刊行したマピヨンによって付されたものであり， ノレクレノレク

版でもこれを踏襲しており. 12 世紀に編纂された『サン=ベノレナーノレ書簡集』におい

ても， ほぼこの順番で書簡が配列されていたと考えられている. 個々の書簡の作成年

に関しては， 紙幅の都合上ここでは取り上げないが. r書簡集』の構成上ほぼ作成年

代順に配列されているとはいえ， 数年 から5年 の幅での順不同はざらである7) この

大雑把な年 代的枠組よりも重要なのは， テーマ別・事件別のまとまりである (以下

〔付録〕図の書き込 み参照).

『書簡集』の構成要素として， サンニベノレナーノレ及び編纂者たちが特に重視したもの

としては， 第一にローマ教皇在位期が挙げられる. 書簡13番. 122番. 150番. 235 

番. 237番がそれぞれ画期を示す書簡となっている. また， 特に書簡13番から41番

までに見られるよう に， 名宛人が教会ヒエラノレキアに占める順位に従って， 書簡を配
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列するよう 配慮されている.

そして何よりもこの『書簡集Jは， サン二ベノレナーノレの活動 舞台の漸次的拡大が見

て取れるよう になっている. 最初に， シトー修道会内部に関する問題を扱っている書

簡群が配列され， 次いで、シトー修道会以外の修道院に関する書簡群が現われ， やがて

フランス王国内の教会改革に関する書簡群， 次いでアナクレトゥスのシスマに至り，

西欧キリスト教世界全 体に関する書簡群が配され， ついに彼の弟子がエウゲニウス3

世 としてローマ教皇位に即き， それを祝福する書簡に至るわけである. そして， 本稿

では扱わないが， サン=ベノレナーノレが臨終間近の床で書いたとされる書簡310 番が

『書簡集』を締めくくっているのである. かくしてサンニベノレナーノレの半生の行動 と

思索を記 録しているこの『書簡集』は， 明らかに一つの「サン二ベルナーノレ伝」と言

い得るものを構成している.

以上， r書簡集』の大雑把な構成を見てきたが， 次に個々の書簡の内容から， r書簡

集』全 体を見渡してみる. (付録〕の図においてイタリックを付されている書簡番号

は， 修道生活・修道院に関係している書簡を示している. 即ち， 修道規則・修道院設

立・修道院問の争い・俗人有力者及び在俗聖職者たちと修道院との争い等に関する問

題， 修道生活への勧誘・修道院を保護した俗人有力者及び司教の称賛・宛名人との霊

的対話等であり， その中 には， 修道生活を送る者として， 律修聖職者・テンフソレ騎士

修道士関連も含めた. 241 通中 113通即ち約半数がそれに相当する. その他の約半数

の書簡は， 在俗教会・異端・シスマ等修道院関係外の書簡である. この数字は， 明ら

かに『書簡集』において修道生活がし、かに重要な要素を成すものであるかを示してい

ると思われる.

ただし注目すべき点は， 図に見られるよう に， 書簡122番を境に修道院関係書簡群

の配列に変化が見られるという ことである. 書簡121 番より前の書簡群， そこには明

らかに修道院関係書簡が全 体的にさほどむらなく見られるが， 書簡122番以降の書簡

群においては， 修道院関係以外の書簡が急増しており， しかも修道院に関係ない書簡

群と修道院関係書簡群とが交互に配列されているのが見て取れる. この変化は何を意

味しているのであろう か.

まず， 書簡121番までの書簡群の分析結果を述べると， 第一に， 書簡l 番から1 2

番までの書簡群では， サンニベノレナールのホームグラウンドであるシトー修道会の厳

格な生活の称賛及びシトー修道会内の一致にとって最も重要な概念であるカリタスに
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ついて， また， 修道士にとって至上命令である従順の義務， 定住の義務についてがそ

れぞれの書簡のテーマになっている. また， 観想、生活の称賛， サン=ベノレナーノレの神

秘思想の根幹にあるカリタス論の展開など， 後の偉 大な修道院思想家， 神秘思想家の

萌芽的思索がこの書簡群に垣間見られる. 書簡13 番以降の書簡群には， 清貧の称賛，

修道院の設 立， 紛争の問題， また修道生活の勧めなどが見られ， サンニベルナーノレの

介入 がシトー修道会の枠を超え， シト一派以外の修道院にも及んだことが見て取れる.

以上の通り， 書簡121番までの書簡群が修道生活・ 修道院に関する様々な理想・ 問題

を呈示しているとすれば， 書簡122番からのテーマはどのよう なものであろう か.

II (vita contemplativa)と(vita activa) 

113 0年 に始まり， 約1 0年 近く続いたアナクレトワスのシスマは， サン=ベノレナー

ノレの活動 の舞台をフランス王国から西欧キリスト教世界全体へと押し広げることにな

り， 同時に彼が以前にもまして頻繁に修道院外的事件に介入 する契機となったが， 書

簡122番以降に配列されている書簡群は， まさにこう した状況下に書かれたものであ

り， 書簡の配列もその事を明示しているよう である. そして後世の歴史研究者たちが，

サン=ベルナーノレの西欧キリスト教世界における強大な影響力の証拠として特に好ん

で引用した書簡の多くは， この書簡群の中 に見られるのである. それにしてもこの書

簡群に見られる修道院外的書簡群と修道院関係書簡群との配列の交互性は何を意味し

ているのであろう か. その答えはまさに書簡122番の中 に見られる. rサン=ベノレナ

ーノレ書簡集』にはめずらしし この書簡の差出人はサン=ベノレナーノレで、はない8) こ

れは， トゥーノレ大司教イノレドベーノレ・ ド・ ラヴアノレダン ( Hildebe rt de La va rdin， 在

位1125-1133 年)がサン=ベノレナーノレに宛てたもので， その中 でサン=ベノレナーノレを

次のよう に称賛している.

「芳香はその香りによって， 樹木はその果実によって識別されるという ことを，

知らない者はし、ないと思う . そのよう に我々もまた， この土なく愛しい兄弟よ，

汝の評判によって， いかに汝が聖なる生活を送ってきたか， �、かに汝の教えが完

全であったかを知ったのである. 実際我々が汝から空間的に遠く隔てられていた

としても， 汝がどれほど喜ばしい夜々を汝のラケノレと共に過ごしているか， どれ

ほど多くの子らが汝にレアからもたらされているか， どれほど完壁に汝は徳の崇

拝者であり肉の敵であることを示しているかという ことが， 我々の許にさえ伝わ
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ってきたので、あるJ (書簡122番)9). 

この書簡に見られるラケノレとレアは， r創世記』第2 9 章第2 8-35 節に登場するヤ

コブの二人の妻である. この二人の姉妹は， rノレカ伝J第1 0 章第38-42 節に登場す

るマルタとマリアの姉妹と同様に， 初期キリスト教教父時代から， 聖書釈義学上， 神

への奉仕の二つの生活様式を象徴してきた. ヤコブに愛された美しい妹のラケノレは，

『ノレカ伝jのマリアと共に「観想的生活J (v ita contemplativ a  )を象徴し， ヤコ ブの

最初の妻となった多産の姉レアは， rノレカ伝』のマノレタと共に「活動 的生活J (v ita 

act iv a)を象徴している10)

この二つの生活様式の解釈は様々存在し， サン二ベノレナーノレが生きた12 世紀前半

においては， 同一思想家においてもその解釈は一貫性を持つことは少なく， それでも

敢えて支配的であった解釈を整理するならば， 大きく二通りに分けられると思われる.

その一つは， 特に修道院的禁欲業と結び、ついている解釈である. この解釈によると

「活動 的生活」とは， 悪徳を排除し， 徳において進歩し， 神へ近づくための日々の禁

欲的実践を指す. 他方「観想的生活jとは， そう した日々の「活動 的生活jの中 で時

として経験することのできる見えざる神的なものを垣間見， 聞こえざる神的な声を聞

く沈黙の中 の「休息U ( qu ies， otiu m)であり， 真の完全な「観想的生活」はこの世

では実現し得ないという 考え方も存在した. いずれにぜよ二つの生活は， 対立するも

のではなく相補的な関係にあり， 束の間の観想の悦びを得るためには， 日々「活動 的

生活」において精進する事が不可欠なのである11)

第 二の解釈によると， 1活動 的生活jとは， 隣人を教え導く生活であり， 聖職者の

司牧活動 はこれに属する. 他方「観想的生活」は修道士にとって特に可能な生活とな

る. 神への奉仕においてどちらの生活様式が優位に立っかという 議論も存在するが，

グレゴリウス大教皇 (G rego riu s 1在位 590 -604 年)の影響下， 司牧という 点からは

しばしば， 両者の両立が求められている. 即ち教会の良きリーダーは， 1活動 的生活j

においてより良き行いをするために， 見えざる神的なものを垣間見， その束の間の悦

びをエネノレギー源として， 再び「活動 的生活Jに戻っていく必要があると12)

サンニベノレナーノレ自身は， この二つの生活様式に関し， 体系的な思想、を特別に展開

してはいないが， r雅歌に関する説教j{S er mo nes supe r Ca ntica cantico ru m  }など

でラケノレとレア， あるいはマノレタとマリアの象徴に言及し， 修道士である彼は， 前者

の解釈即ち修道院的禁欲業と結び、ついた解釈を展開している. 即ち聖なる otiu m を享
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受できるよう に良き行いや徳の実践に励むべきであれしかし， ひたすら聖なる休息

を求めるあまり， Iレアの多産さを無視して， ただラケノレの抱擁の中 に悦びを見出そ

う とするJ ことがないよう に， I徳を積む前に報酬を要求することのないよう にjと，

二つの生活の相補性を説いている13)

しかし， イノレドベーノレの書簡に再ひ、話しを戻せば， イノレドベーノレは明らかに第二の

解釈に基づいてサン=ベノレナーノレを称賛しているのである. 彼がサン二ベノレナールの

中 に見ているのは， グレゴリウス大教皇が理想としていた教会の良きリー ダー， I観

想的生活」の中 で神に対する愛に一層燃え立ち， その愛故に一層多くのものを隣人の

教導において産み出すことができるリーダーなのである. サン=ベノレナール自身は，

こう した自分の立場をキマイラとし、う 怪物に喰えたわけで・あるが， rサン=ベルナー

ノレ書簡集j の中 で例外的にサン=ベルナール本人以外の差出人の書簡が敢えてこの位

置に置かれた最大の臼的は， 修道士サン=ベルナーノレが修道院外的事件に関与した事

を正当化すること， つまりキマイラの存在を弁護することであったと考えられる. 従

って続く修道院外的書簡群と修道院関係書簡群の交互の現れは， I活動 的生活」と

「観想的生活J を交互に繰り返す教会の良きリーダーサン=ベルナーノレ像 を示してい

ると思われる.

図のよう に書簡122番以降， rサン=ベノレナーノレ書簡集』 の中 で， アナクレトゥス

のシスマ， 様々な司教座の空位事件， 司教座教会改革， ヒ。エーノレ・アベラー ノレ等の異

端問題， そして再び司教座空位事件が次々に展開してゆき， そう した修道院外的事件

への介入 の聞を埋めるよう に修道院関係書簡が明らかに意図的に配列されていること

が見て取れる.

特に書簡124番から14 9番までは注目に値する. 1130年 に始まるアナクレトゥスの

シスマは， サン=ベノレナーノレを長期にわたりクレノレヴォー 修道院から引き離すことに

なった. シスマを終結させるサン=ベノレナールの努力が書簡1 24 番から140番までの

書簡に見られ， 続く書簡141番から14 9番まではすべて修道院関係書簡であり， その

う ち最後の三通を除くすべてがシトー修道会関係である. その中 でもクレノレヴォーの

修道士たち宛の書簡143番と144番は， 二つの感情の板挟みになっているサン=ベル

ナール， 即ちクレノレヴォー修道院での観想生活から長期にわたり切り離された苦しみ

と， 神の一大事の解決を優先すべきであるとし、う 使命感との板挟みになっているサ

ン=ベルナーノレの心情を示している. 即ち，
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「私の意志によるのではなく， 教会の必要のために私の帰還が遅れていることを，

汝らは怒らずに， むしろ同情しなければならなし、 …・この〔不在の〕間， 万が

一〔霊 的〕損失が生じたとしても， それは益とみなされるであろう . なぜならば

神の問題であるからだJ (書簡143 番)141.

「私にとって唯一の特効薬は， ……栄光の神の顔を見る代わりに， ……聖なる神

の宮， つまり汝らを見ることであった. ……この癒しは何度私に中 断されたこと

か・… -結局私は， 自分自身のものを離れ， 他人のものを世話するよう 強いられて

おり， 前者を取り上げられることと， 後者に煩わされることのどちらが私にとっ

て耐え難いことであるかは明白であるJ . I…ー 今私が耐えているすべての労苦に

おいて一大事となっているのは， その方のためにすべての者が生きているよう な

方に他ならないのである. 望むと望まざると私は， …一我々がその方のために何

かを耐え忍ぶならば， かの日に報酬を与えて下 さる慈悲深く公正な審判者である

方のために生きなければならないのであるJ ( 書簡144 番)151.

かくのごとくサン=ベノレナールは， I観想的生活」において神的なものを垣間見た

束の間の報酬放にますます神への愛に燃え立ち， その神が一大事である時即ち教会が

一大事である時に「活動 的生活」へと身と投じたので、ある. しかし他方において一介

の修道院長である彼のこう した活動 に対する批判が存在することを意識していた彼は，

彼自らのイニシアチブによってこう した生活に身を投じるのではないという ことを主

張している. 彼を「活動 的生活」へと駆り立てるのが神への愛であるとすれば， そこ

へ彼を呼び出すのは， 彼の友人たちで、あるとしづ. サン二ベノレナーノレはある事件に関

し， 友人からの介入 の誘いを断るに当たり次のよう に述べている. 即ち，

「しかし， と友人たちは言う であろう ， 必要が大きな， そして重要な〔サ ン =ベ

ノレナーノレを呼び出した〕理由であったと. それならば彼らは， 重大事を解決する

のに相応しい者を求めるべきであった. もしも彼らが私をそのよう な者であると

みなしているのならば， 私は自分を決してそのよう な者であるとは思っていない

もしも彼らが， まるでこの私が他のL、かなる者も成し得ない様な事を成し

得るかのよう に， 重大な不可能事がその者のためにとって置かれているよう な，

そう いう 人間であると私のことをみなしているならば， 私の主なる神よ， あなた

の判断は， 私に関してだけ誤ったことになるのだろう か?…ーその者なしでは司

教たちで、さえその任務を果たし得ないよう な， 俗世に必要な人間を， 修道士にし
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ょう として …一J (書簡 21 番)16) • 

ここに， 自らのイニシアチブを否定しながらも， 自分は他の人々から教会のリーダ

ー的存在とみなされているという ， サン=ベノレナーノレの自負が見られる.

おわりに

サンニベルナールは. r書簡集Jを通じて彼のキマイラ状態を弁護し得たのであろ

う か. I観想的生活jの中 から. I活動 的生活jをより良く効果的に成し得るための力

を汲み出すとL、ぅ， グレゴリウス大教皇が理想、とした教会の良きリーダーとしてのサ

ン=ベノレナール像 は， ある程 度浮かび上がったものと思われる. しかし， グレゴリウ

ス的伝統において問題となっているのは， あくまでも良き司牧者， 特に良き司教の養

成であり， この目的のために. I観想的生活」に親しんでいる修道土出身者を司教に

据えるとしみ現象が生じてきたのであり17) . 12 世紀前半の西欧キリスト教世界はまさ

にグレゴリウス大教皇の理想、が実現した時代で、あったと言えるが， サン=ベノレナーノレ

の場合は少し事情が違う よう に思われる.

f皮は生涯， 約20 ほどの司教選挙に介入 し， 彼の自に相応しいと映った人物を司教

位につけており， また約13 名のFレノレヴォー出身者を司教位につけている18) そし

てついには彼の弟子をローマ教皇位につけるに至っている. これは， いかにもグレゴ

リウス的伝統に則った方法で、ある. しかし他方彼自身は， 生涯4 度司教位に選出され

ているが， いずれも辞退し， 結局は生涯クレルヴォーの修道院長という 唯一の肩書だ

けを保持した. 12 世紀前半に多数輩出した修道士出身司教たちにせよ， 律修参事会員

たちにせよ. I観想的生活jから豊かさを得た聖職者に他ならないが， サン=ベノレナ

ーノレは修道士という 身分にとどまり続けて「活動 的生活」に身を投じたのである. 地

方のただ一つの教会のリーダーになることによって， 彼の「観想、生活」で-得た力を限

られた地域に注ぐよりも， クレノレヴォーの修道院長という 唯一の肩書故に， むしろ自

由に西欧キリスト教世界全 体に奉仕することが「観想的生活」をより有効に活かす事

ができると考えたのではないかと思われる. この行動 の自由と引き換えに， という よ

りはむしろ少しでも幅広く自らの「観想的生活」で得た富を分かち与えるために， 生

涯修道士であり続けたことが， サン=ベルナールをして12 世紀前半の西欧キリスト

教世界の事実上のリーダーでありながらキマイラという 「居心地の悪さ」を表現させ

ることになったのではなL 、かと思われる.
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付録 『サン=ベルナール書簡集』の構成

(数字は書簡番号， イタリックは修道院関係書簡)

修道生活について(シトー修道会と小さなサークル)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1I 12 

教皇ホノリウス2世の治世(1124ー1130)

教会ヒエラノレキア順

教皇宛 13 14 

枢機卿宛 15 16 17 18 19 20 21 

司教宛 22 23 24 2う 26 27 28 29 

教会役職者宛

修道士宛

世俗の君侯宛

教会改革への介入

30 

31 32 33 34 3ラ 36

37 38 39 40 41 

42 43 44 4ぅ 46 47 48 49 ラO ラl う2

修道院の利害援護・修道院問題への介入 ( 介入 の範囲拡大)
53 54 55 ラ6 57 58 59 60 61 62 63 

64 65 66 67 68 69 70 7I 72 73 74 

75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 84bis 

85 86 87 88 89 90 91 

イングランドに修道院設立 92 93 94 95 96 

97 98 99 100 101 102 

修道生活の勧め 103 104 105 106 107 108 109 110 111 112 

女性に対する助言 113 114 115 116 117 118 119 120 121 

1130年アナクレトゥスのシスマの始まり

122 123 124 12ラ 126 127 128 129 130 131 132 133 

134 13う 136 137 138 139 140 

シスマへの介入 期間における修道生活への配慮

141 142 143 144 145 146 147 148 149 

教皇インノケンティウス2世の治世(1130ー1143年)
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空位の司教座への介入 1ラo 1う1 1ラ2 1刃 1ラ4 1うう 1ラ6 1う7

パリ教会改革 1う8 1う9 160 161 162 163 

ラングノレ司教選挙 164 16う 166 167 168 169 170 

人脈形成 171 172 173 174 175 176 177 178 179 

180 181 182 183 184 18う 186

ヒ・エーノレ・ アベラーノレ事件187 188 189 190 191 192 193 194 

異端 19ラ 196

主として修道院問題 197 198 199 200 201 202 203 204 20う

206 207 208 209 210 211 212 213 214 21う

教会の自由を王が奪う ブーノレジュ大司教選挙事件

216 217 218 219 220 221 222 223 224 22ラ 226

主として修道院問題 227 228 229 230 231 232 233 234 

教皇ケレスティヌス2世の治世(1143-1144年)

ヨーク大司教座選挙事件 23う 236 

教皇エウゲニウス3世の治世(1145-1153年)

ヨーク大司教座選挙事件 237 238 239 240 




